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近
代
日
本
に
お
け
る
ト
ル
コ
【
報
告
】
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト(
タ
タ
l
ル
)
系
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
に
か
ん
す
る
基
礎
的
研
究
《
研
究
代
表
者
》
一
一
一
沢
《
研
究
期
間
》
平
成
三
0
1
二
二
年
度
伸
生
(
社
会
学
部
准
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)
《
研
究
分
担
者
》
駒
井
*
研
究
の
総
括
義
昭
(
社
会
学
部
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)
*
東
西
文
明
交
流
史
・
比
較
文
明
史
石
井
隆
憲
(
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
教
授
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
員
)
*
昭
和
前
期
の
在
日
夕
タ
1
ル
系
ト
ル
コ
人
大
j畢
広
嗣
(
大
正
大
学
総
合
宗
教
研
究
所
研
究
員
/
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
1
平
成
二
十
一
年
度
)
*
日
本
の
仏
教
者
と
「
回
教
政
策
」
《
研
究
協
力
者
一
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
》
奥
山
直
司
(
高
野
山
大
学
大
学
院
教
授
)
*
日
本
の
仏
教
者
と
オ
ス
マ
ン
朝
と
の
関
係
史
長
場
紘
(
和
洋
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
)
吉
田
達
矢
(
明
治
大
学
非
常
勤
講
師
)
*
日
本
と
ト
ル
コ
と
の
関
係
史
全
般
高
橋
忠
久
(
中
近
東
文
化
セ
ン
タ
ー
研
究
員
)
*
オ
ス
マ
ン
語
(
古
典
ト
ル
コ
語
)
史
料
分
析
福
田
義
昭
(
大
阪
大
学
非
常
勤
講
師
)
*
日
本
と
ト
ル
コ
と
の
関
係
史
全
般
石
丸
由
美
(
慶
鷹
義
塾
大
学
非
常
勤
講
師
)
*
昭
和
前
期
の
「
回
教
政
策
」
と
在
神
タ
タ
1
ル
人
安
藤
潤
一
郎
(
武
蔵
大
学
非
常
勤
講
師
)
*
日
本
占
領
期
の
中
国
に
お
け
る
タ
タ
1
ル
人
《
研
究
協
力
者
一
ト
ル
コ
共
和
国
》
メ
ル
ト
ハ
ン
・
デ
ユ
ン
ダ
ル
(
宮
内
丘
町
出
口
口
口
Z
ロ
〉
H
N
)
ア
ン
カ
ラ
大
学
言
語
歴
史
地
理
学
部
准
教
授
ギ
ヨ
ク
ニ
ユ
ル
・
ア
ク
チ
ャ
ダ
1
(の
α日
自
己
円
〉
同
(
U
〉
ロ
〉
の
)
*
オ
ス
マ
ン
語
(
古
典
ト
ル
コ
語
)
史
料
分
析
ユ
ル
ド
ゥ
ズ
工
科
大
学
准
教
授
エ
ル
ハ
ン
・
ア
フ
ヨ
ン
ジ
ユ
(
開
門
町
出
口
〉
司
J
へO
Z何
回
〕
)
マ
ル
マ
ラ
大
学
文
理
学
部
准
教
授
イ
ブ
ラ
ヒ
ム
・
オ
ズ
ト
ゥ
ル
ク
(
円
ぴ
E
E
B
D
N叶
口
問
問
)
マ
ル
マ
ラ
大
学
経
済
学
部
准
教
授
イ
ス
マ
イ
ル
・
テ
ユ
ル
ク
オ
ウ
ル
(
目
的
自
由
即
日
吋
口
問
問
。
D
F
C
)
マ
ル
マ
ラ
大
学
ト
ル
コ
学
研
究
所
准
教
授
※
そ
の
ほ
か
、
研
究
会
に
参
画
し
て
い
た
だ
い
た
方
々
、
あ
る
い
は
様
々
な
研
究
者
や
ト
ル
コ
共
和
国
の
方
々
か
ら
貴
重
な
コ
メ
ン
ト
や
御
意
見
を
頂
戴
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
紙
片
の
関
係
上
こ
こ
に
御
名
前
列
記
で
き
ま
せ
ん
が
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
近
代
日
本
に
お
け
る
ト
ル
コ
(
タ
タ
l
ル
)
系
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
に
か
ん
す
る
基
礎
的
研
究
一
六
九
近
代
日
本
に
お
け
る
ト
ル
コ
(
タ
タ
l
ル
)
系
イ
ス
ラ
l
ム
教
徒
に
か
ん
す
る
基
礎
的
研
究
《
研
究
目
的
》
近
現
代
に
お
け
る
日
本
と
イ
ス
ラ
I
ム
世
界
と
の
関
係
は
圏
内
・
国
外
に
お
い
て
長
ら
く
看
過
さ
れ
て
き
た
研
究
課
題
で
あ
る
。
明
治
維
新
以
降
に
創
始
さ
れ
た
日
本
に
よ
る
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
へ
の
接
触
は
や
が
て
「
回
教
政
策
」
の
枠
内
に
収
束
し
て
い
き
、
戦
後
に
お
い
て
全
面
的
に
否
定
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
現
代
の
日
本
に
お
い
て
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
関
係
は
戦
後
復
興
に
お
け
る
石
油
輸
入
に
始
ま
る
か
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
。
戦
後
に
お
い
て
戦
前
・
戦
中
期
に
お
け
る
「
回
教
政
策
」
立
案
・
実
施
の
詳
細
は
学
術
的
に
精
査
さ
れ
る
こ
と
な
く
封
印
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
く
近
代
の
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
で
は
中
核
を
担
っ
た
オ
ス
マ
ン
帝
国
が
、
内
か
ら
は
構
成
諸
民
族
の
独
立
運
動
と
外
か
ら
は
英
仏
を
中
心
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
進
出
と
に
よ
る
混
乱
の
な
か
に
あ
っ
て
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
っ
て
瓦
解
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
植
民
地
体
制
下
に
組
み
込
ま
れ
た
「
中
東
諸
国
家
体
制
」
へ
と
移
行
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
こ
の
た
め
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
か
ら
は
非
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
へ
の
対
抗
手
段
と
し
て
活
用
を
考
慮
し
て
日
本
へ
の
接
触
を
図
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
日
本
と
の
関
係
が
充
分
に
構
築
さ
れ
る
前
に
第
2
次
世
界
大
戦
へ
と
至
り
、
戦
後
に
独
立
を
果
た
し
た
新
興
の
中
東
諸
国
家
で
は
、
戦
前
の
よ
う
に
日
本
と
の
関
係
を
構
築
す
る
必
要
性
も
消
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
た
背
景
の
も
と
に
近
現
代
に
お
け
る
日
本
と
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
と
の
関
係
は
、
囲
内
・
国
外
に
お
い
て
長
ら
く
研
究
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
近
年
に
お
い
て
地
域
研
究
の
高
揚
に
と
も
な
い
国
内
・
国
外
に
お
い
て
そ
の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
だ
し
て
複
数
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
て
い
る
。
本
研
究
も
こ
う
し
て
研
究
動
向
の
も
と
に
日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
関
係
に
か
か
わ
る
地
域
研
究
の
一
環
と
し
て
立
案
さ
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
中
で
も
ト
ル
コ
に
限
定
し
て
日
本
と
の
関
係
史
を
対
象
と
す
る
七。
の
は
次
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
現
在
の
日
本
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
日
本
の
「
回
教
政
策
」
の
再
評
価
を
中
心
課
題
と
し
て
、
中
国
・
韓
国
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
1
ム
教
徒
と
の
関
係
が
主
た
る
課
題
と
さ
れ
て
い
て
、
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
中
核
で
あ
る
西
ア
ジ
ア
の
イ
ス
ラ
1
ム
教
徒
と
の
関
係
が
充
分
に
研
究
な
さ
れ
て
い
な
い
。
単
に
日
本
を
視
座
に
置
く
の
で
は
な
く
、
日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
関
係
を
視
座
に
置
く
と
す
れ
ば
、
日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
の
中
核
地
域
た
る
西
ア
ジ
ア
と
の
関
係
を
研
究
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。
近
現
代
に
お
い
て
西
ア
ジ
ア
の
大
部
分
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
(
1
2
9
9
1
1
9
2
2
年
)
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
、
「
ス
ル
タ
ン
H
カ
リ
フ
制
」
の
着
想
の
も
と
に
全
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
は
オ
ス
マ
ン
帝
国
の
君
主
た
る
ス
ル
タ
ン
の
も
と
に
精
神
的
に
統
合
さ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
。
前
近
代
に
お
い
て
は
陸
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
介
し
て
イ
ス
ラ
1
ム
世
界
と
東
ア
ジ
ア
と
の
交
流
が
み
ら
れ
て
い
た
も
の
の
、
近
代
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
台
頭
以
後
、
そ
の
関
係
は
途
絶
え
が
ち
に
陥
っ
た
。
近
代
に
至
り
明
治
維
新
以
降
、
日
本
が
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
接
触
を
積
極
的
に
試
み
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
両
者
の
関
係
構
築
が
新
た
に
試
み
始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
近
代
に
創
始
さ
れ
た
日
本
と
オ
ス
マ
ン
帝
国
(
の
ち
の
ト
ル
コ
)
と
の
関
係
は
単
な
る
両
国
間
の
関
係
に
留
ま
ら
ず
、
西
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
、
日
本
さ
ら
に
は
束
ア
ジ
ア
と
い
う
2
つ
の
異
文
化
世
界
の
関
係
を
再
構
築
す
る
も
の
で
も
あ
り
、
日
本
と
イ
ス
ラ
l
ム
世
界
と
の
関
係
史
の
な
か
で
も
重
要
な
研
究
課
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
日
本
・
ト
ル
コ
関
係
史
を
地
域
研
究
と
し
て
学
術
的
に
研
究
す
る
た
め
、
日
本
・
ト
ル
コ
で
史
料
収
集
を
行
い
基
礎
的
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
を
進
め
な
が
ら
、
日
本
・
ト
ル
コ
関
係
史
の
推
移
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
目
標
と
す
る
。
